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I はじめに

南海 トラフ巨大地震の震源域にあたる静岡県は、

1970年代から多くの防災対策がなされている。しか

し、建物の耐震化などのハード面の対策は進んでい

るものの、心のケア体制に関しては不十分な点が多

い。東日本大震災のような大規模災害時には、行政

だけでなく民間の力も合わせ、あらゆる人的資源を

活かして地域の復興を進めていく必要がある。

静岡県臨床心理士会は、2010年 に静岡県と「災

害時の心のケアに関する協定」を締結し、災害時に

は県からの依頼を受けて、地域の保健師をサポー ト

しながら地域住民の心のケアを行うことになってい

る (+屋 ,2013:イ 林ヽ・櫻井・中垣・長島・今木・

石り||・ 吉永・江口・福永,2011)。 地域で主に心の

ケアを行うのは、保健師や教師などの支援者である。

*静
岡大学教育学部 林静岡大学人文社会科学研究科
辮
静岡県立吉原林間学園 =織静岡県スクールカウン
セラー … 岩手県巡回型スクールカウンセラー~常
業大学馴 大学部

しかし、これまでに被災したことがない地域の支援

者にとって、災害時のメンタルケアに関しては知識

や経験も不十分であることが多く、そのためいざ災

害が発生すると非常に混乱してしまうことが考えら

れる。実際に、被災者支援の経験がないカウンセ

ラーを対象とした調査で、被災者支援に対する多く

の不安があげられている (長島・小林・今木・中

垣・吉永・石川,2010)。 そうしたこともあり、静岡

県では心の専門家である臨床心理士が、保健師など

の地域の支援者と共に、地域での心のケア活動を行

う体制を作り、より多くの地域住民が早い段階で、

適切なケアを受けることが可能となっている。

BartOn(1969)は ,災害とその被災者の予後を評価
するために,①衝撃の範囲 (地理的,あるいは被災
者の数),②発生のスピー ド (突然,緩徐,慢性
的),③衝撃の期間 (エ ピソードが繰り返される場
合),④コミュニティ内の準備状態の 4つの要因に
ついて検討しなければならないとしている。このこ

とからも、災害が起きてからではなく、災害が起こ

る前に、地域における支援体制を構築しておく必要
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がある。そこで本研究は、市海 トラフ巨大地震のよ

うな大規模災害に備えて、多職種 (臨床心理士・保

健師・養護教論)と の協働による心のケアに関する

研修会を開催し (主催 :静岡県臨床t理士会被災者
支援本部)、 その効果を検証した。

■.方法

1.対象者

静岡県内の臨床心理士、保健師および菱護教論を対

象とし、2回の研修会を行つた。

2.研修内容

研修は、臨床心理学的な知識だけではなく、防災の

専門家を講師として招き、地域の実情をふまえてケア

が進められるようにした (表 1)。 また、毎回1回の

演習を取り入れ体験的に学べるよう工夫した。また実

習のグループは、同じ地域でかつ多職種混合によるグ

ループ編成とし、本研修会を通して地域ネットワーク

が広がるよう配慮した。

表 1 研修会の内容

【第 1回 (2012年 6月 30日 )】

・東海地震の現状と防災に関する基礎知識〈防災を専

門とする大学教員による)

・災害後の心身の反応

・演習「心理教育J集団への支援の実習

【第 2回 (2012年 8月 18日 )】

・支援者のメンタルヘルス

・ストレスマネジメント

・演習 ストレスマネジメント実習

3.研修効果に関する評価方法

(1)研修内容に関する評価

2回の研修会終了後に、「わかりやすい内容であつ
た」「新しい知識や考え方、技術が身につく内容で

あった」「内容の難易度は妥当であつた」および「総

合的に判断して、満足のいく内容であったJに関して、

「とてもそう思うJから「まつたくそう思わない」の

5段階で尋ねた。

(2)研修の効果に関する評価

1)調査内容

職 災者支援に関する知識尺度」、「被災者支援に

対する不安尺度 (小林・中垣・石川・吉永・長島 。今

木,2011)」 (下位尺度は、「支援活動J、 「自分自

身」の 2因子)、 および「被災者支援に関する自己効

力感尺度 (小林・中垣・石川・吉永・長島・今

木,20H)」 (下位尺度は、「コンサルテーション」、

「個別」、「セルフケア」、「実技」の 4因子)、 を

用いた。

2)対象者および手続き

①非受講群 :本調査の目的を文書等で伝え、調査協力

が得られた静岡県外の臨床心理± 40名、保健師40名

および姜護教論 32名に対して郵送法により調査を

行つた。アンケート調査は、PREテストを2012年 4

月から5月 に、POSTテストは2012年 8月 から9月 に

かけて2回行った。

②受講群 :研修会案内および研修会当日に本調査の目

的を口頭で伝え、受講者に協力を依頼した。

Ⅲ 結果および考察
1.研修内容に関して

(1)研修会参加者の人数と属性

第 1回参加者は 58名 (臨床心理± 19名 、保健師

14名、養護教諭 25名 )、 第 2回参カロ者は 43名 (臨

床心理± 17名、保健師 10名、養護教諭 16名 )で
あらた。対象者の性別は各回とも男性 1帆、女性 90%

程度であった。経験年数は各国とも 5年以下、←10

年、11-19年、20-29年、30年以上の各年代において

2鎖程度であつた。

(2)内容に関する評価

研修会の評価を表 2,3に示す。第 1回研修では「わ

かりやすさ」、「総合的満足度」において「とてもそ

う思う」との回答は 7郭を超えていたが、「難易度の

妥当さJ、 「新しい知識・技術習得」において「とて

もそう思う」との回答は 6幅程度に留まつた。

表 2 第 1回研修会の評価
とてもそう
思う

や任 殊
う

どちらとも あまりそう まつたくわ
言えない 思わない 思わない

0

0

０

０

‐０

８

４

２

％

Ｎ
わかりやすい内害であ た

新しい知識や考え方、技術が身につく内書であ‐
０

０

％

Ｎ

38

19

0

0

０

０

0

0

２０

１４

“

”

％

Ｎ

一

内容の難島度は妥当であつた

％

　

Ｒ

20
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2

:

0

0

０

　

０
総合的に判断して、満足のいく内害であ薇

104



多職種による災害後の心のケアに関する研修会の効果について

表 3 第 2回研修会の評価

とてもそう思う ややそう思う どちらとも言 あまりそう思 まつたくそう
えない   わない  思わない

０
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０

‐４

６

８

３
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Ｎ
わかりやすい内害であつた

０

０

０

０

％

Ｎ
新しい知議や考え方、技術が身につく内容でわ た

０

０

０

０

０

０

％

Ｎ
内容の難島度は妥当であつた

０

０

０

０

０

０

‐０

８

１

０̈

０

３

％

Ｎ
総合的に判断して、満足のしく内容であつた

参加者からは「顔の見えるグループワークが良かつ

た」、「′心理教育の模擬発表体験では知識の整理に役

立った」などの感想が挙げられた。第 2回研修では、
「わかりやすさ」、「難易度の妥当さ」、「満足度J

において「とてもそう思うJとの回答は 7賜を超えて

いたが、「新しい知識・技術習得」において「とても

そう思う」との回答は 60%程度に留まった。参加者か

ら1ま 「支援者への支援の重要性がわかつた」、「実際

に体験し自信が持てた」などの感想が挙げられた。日

新しい知識や技術への評価よりも、体験・交流するこ

とへの高い関心と評価が得られたと考えられる。

2.研修効果に関して

(1)アンケー トの回答者の概要

PREテストでは、受講群が51名 (回収率 8鑑)、 非

受講群が96名 (回収率 86%)、 PISTテ ストでは、受

講群が44名 (回収率 10011)、 非受講群が 60名 (回収

率 54%)であつた。解析には、PREと POSTの両方に

回答した対象者のデータのみを用いたため、受講群お

よび非受講群共に 44名であった。回答者の属性は、

受講群は男性 5名 (114)、 女性 39名 (88鶴)、

非受講群は男性 2名 (45%)、 女性 42名 (955%)で

あった。回答者の属性については、表 4から表 8に示

す。

表 4 回答者の年代

20代 40代 50代

表 6 職務経験

嚇 饉

1年未満 1‐5年 卜10年   ‖』年  21■04  31年以上

鶯
‐
一

0

00

8

182

12

273

6

136

8   ■
182  227

キ受講群

‖

2

45

7

159

2

45

‖

341

掲   5
295  14

表 7 事件事故での対応経験

事件事故での対応経験

枷 精 棚 1[格#「 古棚
受講群    30     5     5     3      1
%    682   ■4   !14   68    23
非受講群

%

27

614

9

2115

5

114

0

00

3

68

表 8 災害での対応経験
災書での対応経験

全くない 1件ある  2件 ある  34件 ある
受講群

%

30

88 6

0

00
1

23
4

91
非受購群

%

33

75 0

8

:82
3

68
0

00

年代

(2)研修による効果

本研修による被災者支援に関する知識、不安や自己

効力感への影響を調べるために、群 (受講群・非受講

群)と 時期 (PRE・ P∝T)を独立変数、各尺度の下位

尺度得点を従属変数とした 2要因分散分析を行つた。

その結果を表 9に示す。

交互昨兄で有意差が認められたのは、「知識」

(メ 05)、 不安尺度では「支援活動」 (メ 001)、

自己効力感尺度では、「コンサルテーションJ

は 001)、 「個別」 は ,01)、 「セルフケア」

(メ .001)、 「実技J は 01)であつた。しかし、
不安尺度の「自分自身」については、交互作用に有意

な差が認められなかつた。このことから、研修を受け

たことによつて、受講者の被災者支援に関する知識が

30代

鮮
％
一

受 7

159

15

341

11

25 0

11

250

非受講群

贅

8

132

7

159

9

2115

ｍ

社

表 5 職種
駆

臨床心理士 保健師 姜護教諭

受講群

∬

18

40 9

10

22 7

16

36 4

非曼購群

%

12

27 3

16

36 4

16

36 4
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増えただけでなく、支援活動に対する不安が低下し、

被災者支援で行うコンサルテーションや個別支援、セ

ルフケアや実際の実技について自己効力感が上昇した。

しかし、自分自身の状況に関わる不安については、研

修による変化は認められなかつた。この点については、

家庭状況など個人のプライベートな側面は、研修によ

り変容するわけではないため、変化が認められなかつ

たことは妥当な結果であると考えられる。以上の結果

から、本研修会が支援者の被災者支援に関する不安の

低減および自己効力感の上昇に効果があったことが示

された。

(3)職種による研修の効果

次に、研修による効果が職種によつて異なるかを検

証するため、各尺度得点のPOSTか らPREの得点を引

いた得点差を算出した。そして、その得点差を従属変

数とし、群 (受講群・非受講群)と職種 (臨床心理

士・保健師・養護教諭)を独立変数とした 2要因分散
分析を行つた。その結果を、表 10に示す。交互作用

が有意だつたのは、「コンサルテーション」であり

(メ 05)、 受講群において保健師が臨床心理士や養

護教諭よりもコンサルテーションの自己効力感が上

がったことがわかった。

表9 研修による効果
POST

受講群   ヨト受講群  彙講彗   非受講群
′

時期群 交互作用
N

MEAN  10 48    9 00
S●     200      250

1a.12"' 6.15'1207
150

!030
202

090° '

不 安 000
000
352
001

131
004
351
002

007
001

350
077

1000'' 17.?5"'

.10

支援 活 動  MEAN   ●89
S●     090

自分   MEAN  3 50
SD    0 83

自己効力感  コンサル  MEAN  2 02

憫 別    MEAN   2 02

2.1 ,13.88- 3a.79{'

.o1 22.01* 8.71*'

.34 20.8.1*" 13.70"'

214      270 217

セルフ   MEAN   2 00 305
SD    Oフ 9      077

SD    0 59      0フ 2

SD    Oフ ●      ●81 050      0フ ●
217       245       227

062       073
319       309
044      000

250       001 2.67 1.o2' rs.gI"' g.as*'奥技    MEAN   2 55
SD     1 00      0 00      ●51      000

′く05'、 ′く01''、 ′く001‐
▼

表 10 職種による研修の効果

受講群 非受講絆

臨床lb理士 保健師 養護薇n 臨床心理士 保健師 養護教n
′
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知議

“

EAN

SD

117

1 25

2 40

3 02

1 56

1 97

00

171

―  il

2 37

1 38

1 67

支援活勁

自分

“

７２

Ю

ｍ

Ｄ
ＡＮ

MEAN

SD

■EAN

SD

HEAN
SD

“

EAN

SD

14

71

82

49

66

54
: 65

57

40

59

24

41

56

73

16

63
- 02

00

35

08

54
- 10

26
-13
.68

-01
35

08

53
04

39

:6

1 03

01

31
12

52

15

25

19

1 00

1811'''

27

11 07・‐   2 03    2 21

17 54'"   : 55     2 94

15 19-  4 17・   2 59

コンサル

僣別

セルフ

実績

48

25

43

30

03

44

1 20

Ⅳ まとめ

2回連続で行つた多職種合同の災害後の心のケアに

関する研修会により、被災者支援に関する知識の上昇、

および支援に対する不安が低減し、支援活動に対する

自己効力感が上昇したことが示された。特に、研修を

受講した保健師において、コンサルテーションに対す

バoげ、バ ol・・、′く001~

る自己効力感が上昇したことがわかった。このことか

ら、臨床心理士だけでなく、地域の支援者も交えた研

修を行つたことにより、事前のスキルアップが図られ

ることが示された。さらに、自由記述に「多職種の方

と交流ができてよかった」という感想もあり、研修会

を通して多職種間で顔が見える関係作りのきっかけを
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提供できたと考えられる。

本研究は,平成 24年度日本科学協会笹川科学研究
助成により行われた。研修会に参加して下さつた皆様、

本調査にご協力, ご回答いただきました多くの皆様,

関連機関・団体の皆様、そして大石博美氏に心より感

謝申し上げます。
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